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町政を問う町政を問う

国
の
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
、

平
成
32
年
度
ま
で
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年

12
月
と
本
年
２
月
、
東
北

農
政
局
長
に
対
し
て
、
財

源
確
保
と
地
方
負
担
軽
減

措
置
の
継
続
に
つ
い
て
要

望
し
、
今
後
も
県
、
関
係

市
町
村
と
共
に
、
復
興
庁

及
び
農
林
水
産
省
に
対
し

要
望
し
て
財
源
確
保
を
図

り
ま
す
。

本
年
秋
に
着
手

予
定
の
県
営
ほ

場
整
備
事
業
は
、
国
の
交

付
金
を
活
用
す
る
た
め
、

農
家
の
負
担
は
生
じ
な
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
国
の

復
興
、
創
生
期
間
は
平
成

32
年
度
ま
で
と
な
り
ま

す
。
一
方
で
、
工
事
の
完

了
は
平
成
37
年
に
な
る
と

も
聞
き
ま
す
が
、
ほ
場
整

備
が
完
了
す
る
ま
で
国
の

財
源
が
確
保
さ
れ
る
の
で

す
か
。

渡
邉

町
長

渡邉　正俊 議員

①
早
稲
田
大
学

で
は
、
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
に

向
け
た
調
査
や
町
内
教
育

機
関
と
の
連
携
を
行
い
、

東
日
本
国
際
大
学
は
、「
心

の
ケ
ア
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ス
ポ
ー
ツ
講
座
等
、
福
島

工
業
高
等
専
門
学
校
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
講
座
や
自
然
科

学
教
室
等
、
人
材
育
成
や

ふ
る
里
「
ひ
ろ
の
」
の
再

発
掘
等
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

②
ふ
る
さ
と
再
生
、
教
育
・

福
祉
行
政
の
充
実
、
人
材

育
成
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
期
待
し
て
お
り
、
知

見
や
経
験
を
も
と
に
、
活

力
と
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
、
協
働
で
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
模
索
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
、
早
稲
田

大
学
や
東
日
本

大
学
、
福
島
高
専
な
ど
が

二
ツ
沼
総
合
公
園
パ
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
に
研
究
拠

点
を
設
置
さ
れ
、
高
等
教

育
機
関
と
の
連
携
は
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
の
推
進
に
寄
与
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
町
の

復
興
、
創
生
教
育
環
境
の

向
上
に
大
い
に
役
立
つ
も

の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す

が
、

①
こ
の
研
究
拠
点
で
は
、

ど
の
よ
う
な
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

②
ど
の
よ
う
に
地
域
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
る
の
で
す

か
。 渡

邉

町
長

「元気な町」ほ場整備
　
完
了
す
る
ま
で
国
の
財
源
が
確
保
さ
れ
る
の
か

町
長
／
今
後
も
要
望
し
、
財
源
確
保
を
図
る

事
業
内
容
・
予
算
概
要
を
問
う

町
長
／
計
画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
る

事業内容と地域振興への寄与は
町長／教育機関のもつ知見や経験による施策を活かしたい

県派遣研修研究拠点
①
平
成
30
年
度

予
算
編
成
の
基

本
的
な
考
え
方
と
予
算
概

要
は
。

②
復
興
・
創
生
事
業
の
優

先
的
実
施
内
容
と
予
算
概

要
は
。

③
若
い
世
代
の
定
住
促
進

と
、
担
う
人
々
を
育
む
環

境
の
充
実
施
策
と
予
算
概

要
は
。

①
復
興
計
画
完

了
を
見
据
え
た

事
業
執
行
を
基
本
方
針
と

し
、
復
興
道
路
等
の
事
業

費
縮
減
で
前
年
度
よ
り
、

約
27
億
円
減
額
で
す
。

②
明
る
い
未
来
へ
の
子
育

て
・
教
育
環
境
整
備
等

を
優
先
し
、
主
に
認
定

こ
ど
も
園
整
備
事
業
約

５
億
３
千
万
円
、
初
め
て

の
妊
娠
、
出
産
子
育
て
相

談
会
事
業
12
万
円
等
で

す
。

③
未
婚
者
交
流
イ
ベ
ン
ト

等
１
１
１
万
円
、
農
業
後

継
者
の
確
保
と
、
育
成
を

図
る
事
業
１
２
０
万
円
等

が
主
な
事
業
で
す
。

町
長

小
磯

平
成
30
年
度
施

政
方
針
よ
り

①
避
難
中
の
町
民
に
対
す

る
ケ
ア
及
び
帰
町
計
画
は
。

②
町
民
人
口
は
下
が
る
一

方
で
す
が
、
回
復
策
を
お

聞
き
し
ま
す
。

③
広
桜
荘
の
週
末
サ
ー
ビ

ス
が
一
向
に
実
施
さ
れ
な

い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

④
ふ
た
ば
未
来
学
園
整
備

に
つ
い
て
、
本
町
の
土
地

提
供
面
積
と
、
町
・
町
民

へ
の
振
興
は
。

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

新
駅
構
想
に
つ

い
て
、

①
震
災
以
前
広
野
駅
利
用

者
数
と
目
的
の
新
駅
利
用

者
数
は
何
人
で
す
か
。

②
新
駅
は
臨
時
駅
か
常
設

駅
か
お
聞
き
し
ま
す
。

③
新
駅
所
在
地
住
所
は
。

④
「
駅
前
広
場
整
備
等
は

地
元
負
担
」
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、
所
在
地
住
所

と
事
業
費
総
額
は
。

⑤
事
業
説
明
時
あ
っ
た
、

補
助
金
・
裏
負
担
金
に
つ

い
て
相
手
方
・
金
額
は
。

①
生
活
支
援
相

談
員
、
保
健
師

の
訪
問
や
、
避
難
先
自
治

体
へ
情
報
提
供
行
い
、
ま

①
平
成
22
年
の

乗
車
人
員
は

12
万
３
千
人
で
、
新
駅
の

利
用
者
数
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
で
運
行
計
画
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

②
運
行
管
理
上
は
臨
時
駅

に
な
る
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

③
本
町
と

葉
町
の
境
へ

の
設
置
に
向
け
、
調
査
・

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て

現
在
調
査
・
検
討
中
で
す
。

⑤
利
用
可
能
な
補
助
金
等

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
し

対
応
し
ま
す
。

た
計
画
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
踏
ま
え
、
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

②
若
者
世
代
の
定
住
促
進

策
や
企
業
誘
致
等
、
流
入
策

を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

③
土
曜
日
開
所
に
必
要
な

介
護
職
員
の
募
集
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
全
国
的
な

職
員
不
足
に
よ
り
雇
用
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

④
校
舎
、
寄
宿
舎
敷
地
等

の
合
計
約
８
万
㎡
で
す
。

　

町
へ
の
誇
り
や
愛
着
醸

成
に
よ
り
本
町
と
関
わ
る

活
躍
、
ま
た
、
保
護
者
と

の
交
流
拡
大
が
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
に
大
い
に
期

待
で
き
る
も
の
で
す
。

町
長

町
長

小
磯

小
磯

小磯　利雄 議員

施策の概要は
町長／各種施策を積極的に取り組む

県派遣研修施政方針

保健師予算編成

この構想の詳細はいかに
町長／現在調査・検討している

県派遣研修Ｊヴィレッジ新駅

第１回ふくしま学（楽）会
（早稲田大学ふくしま広野未来創造
　　　　　　リサーチセンター）


